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大学 182 校の精神看護学担当教員に自己記入式質問紙を郵送し 45 名を分析対象とした（有効回答率 24.7
％）．教員は講義や会議と実習，大学院をこなすには教員の人数が不足していると感じており，特に国立
大学は私立や公立に比べてその傾向があった．精神看護学はすべての看護の基本であると考えていた．ま

































































回答者の概要は，男性 13 名（28.9％），女性 32
名（71.1％），平均年齢は51.4±8.6歳（33～68歳）．
職位は，教授 22 名（48.9％），准教授 13 名（28.9




年～ 40 年），精神科での臨床経験は平均 6.7 年（0
年～ 22 年）であった．看護教員の平均経験年数
は 13.6 年（10 カ月～ 40 年）で，精神看護学の
平均担当経験年数は 11.7 年（0 年～ 32 年）であ
った（表 1）．
回答者の所属大学の設置主体は，学校・準学校
法人 21 校（46.7％），国立大学法人 14 校（31.1










設 立 年 代 は，1995 年 ～ 1999 年（26.7 ％），








均定員数は，81.9 名（45 ～ 150 名）で設置主体




男別性 13 (28.9%) 




教助 3 ( 6.7%)
答回無 1 ( 2.2%)
）系護看（程課士修歴学終最 16 (35.6%) 
）系護看（程課士博 8 (17.8%) 
）系護看非（学大 3 ( 6.7%) 
）系護看非（程課士修 8 (17.8%) 
）系護看非（程課士博 10 (22.2%) 
取得する免許 (複数回答) 看護師 43 (58.1%)
師健保 17 (23.0%)
師産助 2 ( 2.7%)
師護看門専護看神精 1 ( 1.4%)
師護看定認科神精 0 ( 0.0%)




11.5±8.0 年（2 年～40 年）
6.7±5.8 年（0 年～22 年）
看護教員経験年数 
精神看護学の担当経験年数 
大学教員の経験年数   
13.6 ±8.2年 （10ヵ月～40年） 
 11.7 ±7.2年 （0年～32.0年） 
10.6 ±6.3年（10ヵ月～31.9年） 
N=45 
項 目  数 ％ 
所属大学の設置主体 国立大学法人 14 (31.1%) 
県府道都 8 (17.8%) 
人法校学準・校学 21 (46.7%) 
)人法学大立公(他のそ 2 ( 4.4%)
所属大学の形態 総合大学医学部 19 (42.2%)
部学１の学大合総 17 (37.8%)
学大科単 3 ( 6.7%)
他のそ 5 (11.1%) 
答回無 1 ( 2.2%) 
看護学部等の設立年代 1920年代 1  ( 2.2%) 
代年0891 1 ( 2.2%) 
代年0991
年4991～0991 2 ( 4.4%) 
年9991～5991 12 (26.7%) 
代年0002
年4002～0002 11 (24.4%) 
年9002～5002 10 (22.2%) 
答回無 8 (17.8%) 
所属大学の看護教育課程 学士課程のみ 15 (33.3%) 
でま程課士修 10 (22.2%) 
でま程課士博 20 (44.4%) 
看護学部等の１学年の定員  81.9±20.2名 （45－150名） 
精神看護学専任教員数 2.5±1.1 名(1-6 名) 
表 1　対象者の基本属性 表 2　対象者の基本属性（つづき）




精神看護学専任教員数は平均 2.5 名（1 ～ 6 名）
で，設置主体別では，国立は平均 2.4 名（1 ～ 3 名），

































人数 3 (6.7) 15 (33.3) 13 (28.9) 12 (26.7) 2 (4.4)
質 6 (13.3) 25 (55.6) 8 (17.8) 4 (8.9) 2 (4.4)




人数 1 (2.2) 15 (33.3) 12 (26.7) 16 (35.6) 1 (2.2)
質 8 (17.8) 21 (46.7) 6 (13.3) 5 (11.1) 5 (11.1)





















国立 人数 0 (0.0) 2 (14.3) 7 (50.0) 5 (35.7) 0 (0.0) 14 (100.0)
質 0 (0.0) 9 (64.3) 4 (28.6) 1 (7.1) 0 (0.0) 14 (100.0)
私立 人数 2 (9.5) 9 (42.9) 4 (19.0) 5 (23.8) 1 (4.8) 21 (100.0)
質 5 (23.8) 12 (57.1) 2 (9.5) 1 (4.8) 1 (4.8) 21 (100.0)
公立 人数 1 (10.0) 4 (40.0) 2 (20.0) 2 (20.0) 1 (10.0) 10 (100.0)
質 1 (10.0) 4 (40.0) 2 (20.0) 2 (20.0) 1 (10.0) 10 (100.0)
無回答十分 だいたい十分 やや不足 不足
N=45
十分 だいたい十分 やや不足 不足 無回答 n %
国立 人数 0 (0.0) 2 (14.3) 5 (35.7) 7 (50.0) 0 (0.0) 14 (100.0)
質 1 (7.1) 8 (57.1) 2 (14.3) 1 (7.1) 2 (14.3) 14 (100.0)
私立 人数 0 (0.0) 9 (42.9) 5 (23.8) 5 (23.8) 1 (4.8) 21 (100.0)
質 5 (23.8) 11 (52.4) 1 (4.8) 1 (4.8) 3 (14.3) 21 (100.0)
公立 人数 1 (10.0) 4 (40.0) 1 (10.0) 4 (40.0) 0 (0.0) 10 (100.0)











で有する割合は，国立が 14 校中 12 校（85.7％），


































































































































日本大学系協議会が 2010 年度に会員校 193 校に
対して行った状況調査９）によれば，私立 104 校












した調査 10）によれば，看護教員の 1 校あたりの







































1997 年度カリキュラム改正時には , 回答者の過
半数が着任前あるいは開学前であり，1997 年以
降に看護系大学が急増していることからもうかが
える . また 2009 年度カリキュラム改正時に特に
精神看護学教育の内容を変更していなかった大学
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Education in Mental Health and Psychiatric Nursing 
The actual status of nursing teachers and changes in nursing 
education
Abstract
　The purpose of this study was to clarify the education in mental health and psychiatric nursing. 
An anonymous questionnaire survey was administrated to individuals at 182 nursing universities 
in Japan. Valid responses were obtained from 45 (24.7%). Results indicated a perceived shortage 
of mental health and psychiatric nursing staff to handle teaching at both the undergraduate and 
graduate levels, at meetings, and during nursing practica, with national universities showing a 
greater shortage than private and public university. Respondents indicated the thinking that 
mental health and psychiatric nursing is basic and important in nursing and that the strengthening 
of this specialty is necessary. The shortage of mental health nursing teachers is serious, especially 
considering the fact that they have played an increasingly important role following curriculum 
revisions in 1997 and 2009. There are problems to be solved to guarantee the quality of education 
and to meet social needs.
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